
平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年献血者確保対策  広島県東十字血液センター  

No．   具線的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）  

献血セミナー開催   短大・大学生   2回開催、参加者150人  

学生主催の街頭献血キャンペーンの実施   若者を含む県民   5回実施。献血者250人以上  

大学献血の強化   短大・大学生   400mL献血率80％  

若年者用リーフレットの作成、配布   高校卒業予定者   配布数約25，000部   

②献血協賛企業推進対策   

No，   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）  

新規協力団体の確保および休眠団体の再実施  献血未実施団体   10社以上  

事業所・団体等の研修会（説明会）の実施   献血協力団体   10団体以上   

③複数回献血者確保対策   

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）  

複数回献血クラブ会員の増加   非クラブ会員   200人増加（現在約770名）  

はがきによる献血要請（PC・400mL）   前回献血から一定期間未経験者   発送数33，000人   

④400mL献血率増加対策   

No．   畠体的対策（項目名）   対象   平成20年度目標（数値）  

はがきによる献血要請（400mL）   移動献血会場における前回400mL献血者   発送数2万4000人（上記③に含まれる）  



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年献血者確保対策  出県赤十字血液センタ＝  

隠   具体的対衰（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

】  セミナーの開催   短期大学生・大学生   2回開催 参加100名   

2′  DMを活用しダイレクトに依頼する   18～29歳で400m」献血可能者   2回以上、キャンペーンにあわせて実施   

田  大学献血の発展と拡張   18～22歳   27回実施中であり、新規を1校以上追加   

4  広報媒体を利用した啓発・啓蒙   16′、■29歳   2回以上、キャンペーンにあわせて実施   

②献血協賛企業推進対策  

恥   兵体的対策（項自名）  対j＝＝二象   平成20年度目棟（数値）   

新規協力企業・団体確保   未実施企業及び、献血会場周辺企業、ロータリークラ  
フ、法人会   

緊急要請可能な待機型団体の確保   規模縮小等で献血実施が困難な状況になった企業  
2  及び、新規団体で従業員数の間琴等で献血会場とし  100   

ては難しい企業  
3  新規団体の協力依頼   ローダ」－クラブ、ライオンズクラブ、法人会等の団体   10   

4  成分献血協力団体の拡大   既献血団体及び小人数の企業・団体   10   

③複数回献血者確保対策  

馳． 具体的対策（頭密室）   対 象  平成20年度目棟（数値）   

口  メールによる献血依頼   複数回献血クラブ会員   メールからの予約500人以上   

県職員献血協力者登録者名簿の活用 市・町職  県職員献血協力者名簿提出者に依頼  市・  年間1，000人以上  

2               鼻献血協力者名簿の活用   町職員献血協力者名簿提出者に依頼   
3  はがきによる献血依頼   前回採血から一定期間未献血者   年間30，000人以上   

4  電話要諦   地域・街頭献血中心に   年間30，000人以上   

④400mL献血率増加対策  

撤 鼻体的対策（琴目名）   鱒象   平成20年度目標（数値）   

献血会場推進資材の活用（広報用テープ・必要本数  全献血会場に設置   
口   たて看板）   

2 
はがき・電話要請による依頼   400mL献血可能者   上記③複数回献血者確保対策に含まれる）   

高校生卒業記念献血キャンペーン及び学内高校献  3校   

3   血受入れ   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

具体的対策（項目名）   対′ 象   平成20年度甲標（数値）   

電話・DMによる献血依頼   既血小板成分献血者   4人／日を目標で年間2．500人   

献血協力団体に定期的に依頼   成分献血献血者   180団体で年間3．400人   

季節に応じたキャンペーンを実施（マスメディアとタ  キヤンヘ■－ン等により2，000人血小坂成分献血者確保  

田   イアツフ■したイヘ■ント企画）   



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年献血者確保対策  徳島県赤十字血液センター  

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  夏休み親子献血ゼミナール   小学生（4～6年生）と保護者   参加者（320人）   

′■ヽ ∠  学内献血パネル展   大学生及び高校生   10直l開催   

3  出前授業   高校   3回   

②献血協賛企業推進対策   

No，   具休的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  新規献血協力事業所一団体の確保   献血未実施及び献血会場周辺事業所   新規登録（10事業所）   

2  血小板成分献血協力団体の拡大   血液センター及びルーム周辺事業所   新規登録（10事業所）   

③複数回献血者確保対策   

No．   具体的対策（項目名）   対象   平成20年度目標（数値）   

1  メールによる献血依頼   複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）200人以上   

2  はがきによる献血依頼（誕生月献血）   400m」・成分献血可能者   応諾者数（実協力者数）1，500人以上   

3  推進用チラシの作成・配布   片道1時間程度の既献血者   会員の増員（300人以上）   

④400mL献血率増加対策   

No．   具休的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  400mL献血協力依頼DMの発送（移動採血巡 回予定箇所）  前回実施市町村での400mL献血の協力者  500通／月の発送、2，000人の確保   
⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  次回の予約推進   血小板成分献血者   1人／日を目標に年間350人確保する  



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年献血者確保対策  香川県赤十字血 液センター  

哀神村寮（項目如   対象   平成20年度目療（覿値）   

口  高校生街頭献血キャンペーン   高校生   年2回 40名   

2  施設見学   小中学生   年3回150名   

3  セミナ「開催   大学・専門学校・高等学校   年10回 500名   

②献血協賛企業推進対策   

Nd．   卓條的対策（項＝目各〉   対 ＝象   平成20年度目標（数値）   

1  保健所・市町との連携   献血会場周辺企業と自治会等   地域郵血での1稼動50人   

2   新規献血協力企業・団体の確保   献血未実施企業・団体   協力団体50社（団体）   

3  休眠企業の掘り起こし   数年間、献血未実施企業・団体   協力団体50社（団体）   

③複数回献血者確保対策   

Nq∴   真体的対棄（項目郡   対 象   平成20年度目標（数値）   

口  メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）200人以上   

2   
はがきによる依頼   前回採血から一定期間未献血者   応諾者数（実協力者数）1，000人以上   

④400mL献血率増加対策   

Nq．   具体的対東項目釦   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  受付時推進用資材の製作   全献血希望者   全献血会場に設置   

2   

はがき・電話による依頼   400mL献血可能者   移動採血車の献血実施場所における前回献血  
者   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

No．   具体的対策（項目∵各）   対 象   平成20年度目標（数値）   

口  平日の献血者増   全献血者   2人／日を目標にする。   

2  次回の予約推進   血小板成分献血者   6人／日を目標にする。   

3   
電話による献血依頼   既血小板成分献血者   4人／日を目標にする。  

▼  



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

①若年献血者確保対策  愛媛県東十字血液センター  

②献血協賛企業推進対策  

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

男性職員が大半を占める事業所は年3回の献  15事業所   

1   血を実施する。   

③複数回献血者確保対策  

No．   具休的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）  

雑誌掲載によるクラブ会員登録推進   全献血者  

④400mL献血率増加対策  

No．   具休的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

200mLについては必要本数のみ献血ルームで  現行とおり   

1   確保し、移動採血車では全て400mL   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

No．   具休的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

翌日の献血実施予定時間・場所を夕方に時間  
1   帯にテレビ放送する。   



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年献血者確保対策  高知県木十字血液センタニ  

具体鱒対策（痕目名）   対 象   平成20年度目標（数値）  

はがきによる献血依頼   18～29歳の400mL献血可能者   協力者数4，000人以上  

セミナー開催   短大・大学生   4回開催 参加200人  

若年者献血キャンペーン   18～22歳の若者   
参加300人以上、期間中の10、20代献血者構成比  
35％以上   

②献血協賛企業推進対策   

ぬ 牒潅的離翫帝巨名）   対∴，ノ象  平成20年度目棲（数値）   

口  献血協力企業・団体の見直し   献血未実施および献血会場周辺企業   新規も含め10社登録   

2  緊急要請可能な待機型団体の確保   
定期献血は困難であるが、緊急時に要請する団 体  動員協力団体2社   

3  成分献血協力団体の拡大   献血ルーム周辺の小人数の事業所   5事業所増加   

③複数回献血者確保対策   

町． 具体的対策目名）   対 象   平成20年度目琴（数偉）   

1  メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）40人以上   

2  はがきによる献血依頼   前回採血から一定期間未献血者   応諾者数（実協力者数）2，000人以上   

3  メールクラブ会員募集リーフレットチラシの新規作 成  400mL・成分献血者   
登録者300人増加   

④400mL献血率増加対策   

恥   兵体的対封預自名）   象   平硬20年度目操（準値）   

口  受付時推進用資材の作成   全血献血希望者   全献血会場に持参   

2  はがきによる依頼   400mL献血可能者   （上記③複数回献血者確保対策に含まれる）   

田  実施場所の年間回数、実施時期等の精査   年2回以上の実施場所   
400m」献血の採血間隔、年間採血量を考慮した献  
血日程の策定   

4  高校献血における400mL献血者の受入   400m」献血可能者   1校   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

恥   凄体的対策（痍自名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  次回の予約推進   血小板成分献血者   2人／日を目標に724人を確保する。   

2  電話による献血依頼   既血小板成分献血者   2人／日を目標に724人を確保する。   

田  午前中の献血者確保   全献血者   午前中の平均受付数10人を15人まで増加させる。   

」j   



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年献血者確保対策  福岡県赤十字血液センター  

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

はがきによる献血依頼   短大・大学・専門学校等の学生（過去1年間協  

十1老1   

2  学生献血推進協議会加盟促進   管内の短大・大学・専門学校等   3校   

若年者への献血意識の向上  管内小中高大学校生   
3   （若年者献 前年度実績超過   

血セミナー）  

②献血協賛企業推進対策   

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1   新規献血協力企業・団体の確保   献血未実施企業   30社新規登録   

2   

動員協力団体の確保   ライオンズクラブ等で献血未実施の団体（1団体  

150人の実績確保）   

3  献血協賛企業活動推進   管内献血協力団体   100社（団体）   

③複数回献血者確保対策   

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1   

はがきによる献血依頼（移動採血）   前回献血会場での献血協力者（過去1年間で検  要請者延数1000人以上（冬季における献血  

索）   不足対策）   

国  メールによる献血要請（献血ルーム）   複数回献血クラブ会員（血小板）   要請者延数2．000人以上   

3  はがきによる献血依頼（献血ルーム）   前回採血から一定期間未献血者（血小板）   要請者延数30，000人以上   

4  はがきによる献血依頼（献血ルーム）   前回採血から一定期間未献血者（400mL）   要請者廷数1，000人以上（冬季不足対策）   

5  講演会の開催   複数回献血クラブ会員及び新規登録者   年1回   

④400m」献血率増加対策   

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  新規400ml献血者確保   各献血会場で400ml献血可能者   全会場   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

対 象   



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年献血者確保対策  佐習県売十字血 液センター  

No， 具体鱒対集碑自名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1   高校生卒業献血   18歳以上の400mL献血・成分献血可能者  5回以上 400mL献血参加者300人   

2   
セミナー開催   短大・大学生・看護学生   10回以上 参加者1，000人   

②献血協賛企業推進対策   

山0．   草体的鍵東（項早冬）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1   

メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）400 人以上   

2   
ハガキによる献血要請   複数回献血クラブ、アドレス無の会員   応諾音数（実協力者数）100 人以上   

④400mL献血率増加対策   

刊0．   衷体野村東棟声名）   対象   平成20年度目標（数値）   

献血推進用資材の作製   400mL献血可能者   献血会場等に設置   

2   高校献血（卒業献血）   400mL献血可能者   6校以上   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

No．   具体的対郵早声名）   対‘象   平成20年度目標（数値）   

市町成分献血の日   23市町職員による血小板成分献血可能者  23市町職員160名以上の安定確保   

2   
新聞・チラシ折込（直前アピール）   市町400mL献血の推進   一会場5人～10人の400mL献血増  



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

ひ若年献血者確保対策  長崎県売十字血 液センター   

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  献血者確保キャンペーンの実施   一般及び若年層   年間5回以上のキャンペーンを実施する   

2   

学生ボフンティア研修会の実施   短大、大学生   センター主催で年1臥九州ブロック主催で年3  
回実施する   

田  血液センター見学会の実施   PTA、高等学校   年間2回以上実施、合計参加100人以上   

4  九州ブロック献血推進サミット地元開催   若年層及び一般   参加者100人以上   

2 血  企  進対   

No．   具体的対策（項目名〉   対 象   平成20年度目標（数億）   

1   

新規事業所及び掘起し団体の開拓   献血未実施及び献血会場周辺事業所、数年  
献血を実施していない事業所   

3  回 血  呆対   

No，   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数億）   

1  メールとはがきによる献血依頼   複数回献血クラブ会員   応諾者数100人以上   

はがきによる献血依頼   前回採血から一定期間未献血者   応諾者数3，000人以上   

④400mL献血率増加対策   

No．   具体的対策（項目名） 対 象   平成20年度目棲（数値）   

1   

はがきによる依頼   400mL献血経験者   （上記③複数回献血者確保対策に含まれる）   

2  受付時推進資材の作製   全血献血希望者   移動採血会場に設置   

3  事業所等における400mL限定献血の実施   400mL献血可能者   400mL献血率を90％以上とする   

4  局校献血における400mL献血受入れ   400mL献血可能者   6校   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

No．   具体的対策（垣目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  「1，000人献血」キャンペーン   一般及び事業所   2月に3日間実施   

2  ライオンズクラブ主催献血   一般及びライオンズクラブ会員、関係者   年間3回以上実施  



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

①若年献血者確保対策  能太県東＋辛血液センター   

N   具体醇封釦項目名） 対＝象  平成2b年度目凛（数値）   

口  成人式での献血推進パンフレット配布   成人式参加者   20，000人   

2  高校卒業生に献血推進用パンフレット配布 県内高等学校卒業生   20，000人   

3  学生献血登録者募集   県内大学生   500人   

4  ONE STEP イベント   大学生・高校生   大学生主催による高校生への献血セミナーの実施   

②献血協賛企業推進対策  

No．   兵体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

口  広報資材（広報誌）の活用   献血協力企業及び団体   全献血会場及び団体へ年4回の配布   

2  新規事業所及び団体の実施   新規事業所及び団体   年間10社（10団体）程度の確保   

3  緊急要請可能な事業所の確保   通常時に1稼動70名以上見込める事業所   20社程度   

4  ロゴマークの配布   献血協力企業及び団体   提供事業所を50社にする。   

③複数回献血者確保対策  

鼻体的対料（痕自釦   対∴象   平成20年度目標（数値）   

1  メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）1，000人以上   

2  はがきによ，る献血依頼   前回献血から一定期間未献血者   応諾者数（実協力者数）500人以上   

3  複数回献血推進用ちらし作成   献血者   1～2月（2ケ月間）   

4  複数回献血キャンペーン   400mL・成分献血協力者   3，000人以上   

④400mL献血率増加対策  

恥   具体的対策（痕目名）   対 象   平成19年度目標（数億）   

1  受付時推進用資材の作製   全血献血希望者   全献血会場に設置   

2  はがきによる献血依頼   400mL献血可能者   （上記③複数回献血者確保対策に含まれる）   

3  高校献血での400mL献血推進   18歳、50Kg上の高校生   12校実施   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

具体的対策（項目名）  対 象  平成20年度目標（数値）  

200mL献血の制限  固定施設及び移動採血車  需要に応じた月間150名程度の採血   



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年献血者確保対策  大分県赤＋字血液センター  

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）  

学内献血推進キャンペーン   大学・専門学校生の400mL献血者   学内献血（400mL）2530人   

国  セミナー開催   高校生・大学生   6回 300人   

3  

ニュードナーキャンペーン  18歳の高校生で卒業時の3月に初めて400m  3月に200人  
ル・成分献血者  1  1   

ハガキによる献血依頼  18～29歳の400mL献血者  

②献血協賛企業推進対策  

No，   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  新規献血協力企業・団体の確保   献血未実施企業・団体等   20企業・団体を新規登録   

③複数回献血者確保対策   

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

口  メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾者（実協力者）200人以上   

2  ハガキによる献血要請   献血可能者（献血間隔）   応諾者（実協力者）500人以上   

④400mL献血率増加対策   

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

400mL推進用資材の製作   全血献血希望者   献血会場に設置   

2   
ハガキによる依頼   400m」献血可能者（献血間隔）   （上記③複数回献血者確保対策）   

3  実施団体等の年間回数等の精査   年間3匡l以上実施団体等   400mL献血の採血間隔等を考慮し策定   

4  高校献血における400mL献血受入れ   400mし献血可能者   10校   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

No，   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

電話り＼ガキによる献血依頼   成分献血者   

2  午前中のPC確保キャンペーン   血小板成分献血者   
一日平均の成分献血者を前年度より4人増や  

3  学生の成分献血者送迎   す。            大分県学生献血推進協議会加盟校の学生   

4  複数回献血キャンペーン   400mL・成分献血者  



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年献血者確保対策  官胎県売十字血液センター  

No／   濱体吟対策（頬骨名ト   対象 平成20年度目標（数値）   

口  はがきによる献血依頼   18～29歳の400mL献血可能者   協力者数9，000人以上   

2  若年者献血キャンペーン（サマー献血キャンペーン）   
18～29歳の若者   

協力者数850人以上、期間中の10，20代献血者構  
成比30％   

（高校・大学・専門学校）における学内献血の推進  18～22歳の若者   学内献血実施を10箇所増加   

②献血協賛企業推進対策   

岨   其体地軸東（海自名）   対象   平成20年度目標（数値）   

1  新規献血協力企業・団体の確保。休眠先の掘り起こ し  献血未実施および献血会場周辺企業   新規開拓企業・団体。及び休眠先の掘り起こし20社   

2  成分献中協力団体の拡大   既献血団体及び少人数の企業・団体   10社   

③複数回献血者確保対策   

帖 草体締東棟巨梯）   錬象   平成2，8年度目標（数値）  

メールによる献血要請   複数回剣献血クラブ会員   応募者数（実協力者数）100人以上  

ハガキによる献血依頼   400mL・成分献血可能者   複数回協力者数7、000人以上   

④400mL献血率増加対策   

No．   兵藤的敏和瀬抱名）   対 象   平成20年度目操（数値）   

受付時推進用資材の製作   全血献血希望者   全献血会場に設置   

はがきによる献血依頼   400mL献血可能者   上記③複数回献血者確保対策に含まれる）   

実施場所（企業・団体）の年間回数、実施時期等の  年間3回以上実施場所（企業、団体）   
田  

400mL献血の採血間隔、年間採血量を考慮した献  
血日程の決定   

（9その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年献血者確保対策  鹿児島県木十字血 液センター  

No．   具休的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

口  献血おもしろゼミナール   小学生及び保護者   1回（2日間）開催 参加者120人   

2  学生献血推進セミナーの開催   短大・大学・専門学校生   2回開催 参加者100人   

つ  ょがきによる献血要請   18歳～29歳の400mL献血可能者   ．協力者数 25，000人以上  

②献血協賛企業推進対策  

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  新規献血協力企業、団休の確保   特に鹿児島市における未実施企業、団休   新規に15（社）団体   

国  献血協賛企業、団体の推進活動   現状の献血団休に対し、普及活動を行う   100社   

③複数回献血者確保対策  

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）300人以上   

2   
はがきによる献血要請   前回献血から一定期間空いた献血者   応諾者数（実協力者数）1，000人以上  

3  電話による献血要請   前回献血から一定期間空いた献血者   応諾者数（実協力者数）1，000人以上   

4   実施場所（企業・団体）年間回数の増加   年1回実施の企業、団体   応諾数（企業・団休）50カ所以上   

④400mL献血率増加対策   

No．   具体的対策（項目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1   

400mL献血推進パンフレット作成   400mL献血推進対象者   400m」献血推進対象者   

国  献血団体育成講習会実施   各献血団体   鹿児島市の献血団休を中心に行う   

3  電話による献血依頼   400mL献血可能者   血液不足時の対応   

4  学内献血の強化   大学・専門学校   男性の多い学校を中心に行う   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

対 象   



平成20年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年献血者確保対策  沖縄県赤十字血 液センター  

No．   具体的鱒筆（項目牢）   対 ∵象   平成20年度目標（数値）   

1  高校献血の推進   県内各嵩等学校   15校以上   

2  学生献血推進協議会の活性化   各種学校、大学   所属校5校以上   

3  献血教室及び宿泊研修の開催   小ヰ・高校、各種学校、大学   献血教室20回、1，500人以上   

4  若年者献血キャンペーン   16～29歳までの若者   
はたちの献血キャンペーン期間中の10代■20代の献  

血者構成比を40％以上   

②献血協賛企業推進対策  

No．   車体的対策（早目名）   対 象   平成20年度目標（数値）   

1  新規献血協力企業・団休の開拓   献血未実施の企業・団体   10団休以上   

2  街頭献血実施企業′・団体の新規開拓   大型ショッピングセンター等   5団体   

3  複数回献血協力企業・団体の確保   年1回献血実施の献血協力企業・団体   20団体以上   

③複数回献血者確保対馬  

No∴   異体的対奉｛寧日名）   対≡＋象 平成20年度目標（数値）   

1  ハガキによる献血依頼   
前回献血から一定期間間隔があいている献血 者  応諾音数4，000名以上   

2  メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾者数100名以上   

④400mL献血率増加対策  

No．   具体的対策（項自省）   対 象   平成20年度目標（薮値）   

1  団体・企業推進時のパンフレット製作   全献血甲体・企業   献血推進時に持参   

2  団体・企業の年間回数・実施時期の精査   年3回献血実施の企業・団体   採血間隔・年間採中量を考慮した日程の策定  




